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(1)1からIXまで とXの 一 部はr人 文研 究』第48輯(小 樽 商科大学 人文 科学研究
会,1974年9月)49-67頁.Xの一 部 とM及 び1の 一 部は 同誌第50輯(1975
年10月)63-80頁.
(2)『人文研 究』 第50輯(小 樽 商科大学人文 科学研究会.1975年10月)79-80頁の
用 例か ら続 く.
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㎞+(1巴二器u(叢豹 窪妾霧 鷲ゑ・
脚+(雅 コ器ru(鍵 る)窪奮圭跨,・
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厩+(款(v→の
h・am+(1「+u二盤 忌「u儲る)七糞雛 諜 欝 ・
h…9+(鯉コ1器u嬢 る)犠 鮪
…+(鯉 コ:鮒(劉享る膿 舞霧 幹
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このB型 に 属す る 自動詞は,用 例で 明 らかな よ うに,派 生辞の`V'は
(3)`e'と`a'の 二通 りが あ り
,`e'の場合は,前 述 の如 く,い わゆ る可能形
と同 じ形式に なるので,文 脈 に よって二様 に解釈 で きる ものがあ る。 例えば
用 例中の 「取れ る:取 る」 の対 立で,「 ボ タンが 取れ る」 と用 い られ ると,
〔自然に離れ て落 ちる状態〕なのか,あ るいは,〔(は さみ な どの道具 を使わ
な くて も,例 えば,手 で)取 る ことがで きる〕 とい う意味 なのか曖昧であ る。
　ゆ
つ ま り,文 脈 に よ っ て,い わ ゆ る 〔自発 〕 と 〔可 能 〕 の どち らか に な る わ け
で あ る。
(3)『人文研 究』第48輯(小 樽商科大 学人文科学研 究会,1974年9月)59頁,注⑭.
(4)小論 では 〔動作 ・作用 が 自然 にそ の よ うに なる〕 とい う意味で用 い る.
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〔可能〕を表 わす 「取れ る」 は,も と 「取 りう(得)」 と用 い られ ていた も
ので,「 う(得)」 は現代 国語 で 「え(得)る 」 とな って 「取 りう」は 「取 り
え る」 とな り,さ らに 「取 りえる」が 「取れ る」 と縮 まった ものであ ろ う。
これに対 して,〔 自発 〕を表わす 「取れ る」 は語幹に 自動化派生辞 の`-Vr-'
の`V'が`e'と な って 付加 されたため,た また ま,自 動詞形 と他動詞 の
可能形が表層で同 じ形式になった,と 小論では解釈す る。従 って,「取れ る」
が,〔 可能〕の意味で用 い られた場合 は 自動詞ではな く,他 動詞 の可能形 と
して用 い られた ものであるか ら,こ の場合 の 「取れ る」が 自動詞 で 〔可能〕
の意味があ る,と す ることはで きない。 しか も,「 ボタンを取れ る」 と 目的
語を ともな って 用 い られ る こともあ る(例 えば,「 彼女 は力が あるので服 の
ボタ ンを手で取れ る」 の よ うに)。 以上の理 由か ら,こ のグル ープの 自動詞
と同 じ形式の ものが 〔可能〕 とい う意味的特徴 を持 っていると理解で きる場
合は,全 て 自動詞 ではな く,対 立す る他動詞の可能形 とい うことにな る。 こ
の よ うに解釈す る と,「語形が 同一な らば 同一 の意味を示 し,語 形の変化 の
形式が同一 な らば同一 の機能 を表現す る」 とい う言語 の原則か らはずれ るこ
とにな る。 この問題 について略述す る と,上 記原則 の語形や語形の変化 の形
式 が同一 か ど うかを問題 にす るのは,言 語がい くつか の層に分 かれている,
とい う前提にた って,深 層 の レベルでな され るべ きであ ろ う。勿論,い かに
深層 の レベルで 言語の諸問題 を扱 って も 必ず 原則か らはずれ る 現象は ある
が,表 層 の レベルでは原則が くずれ る ことが多 い と考え られ る。前記 「取れ
る」 の問題 も前述の ように 〔可能〕を表 わす のは他動詞で,自 動詞 とは異な
る派生辞が深層において膠着 してい る,と すれば上記原則 に当ては まる こと
に なる。
さて,こ の グル ープに属す る 自動詞 ・他動詞で問題 にな るのは,
um+(1讐二 盟 ㌍u儘 れる畷 蓼蟄 る・
の用 法であ る。「生 まれ る」は,も と 「生 まる」 と用 い られ,「生 まる」 は万
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葉集に用 例がある ところか ら,長 年にわた って使用 され てきたが,問 題は,
現在 の用法が`-er-'とい う派生辞 を さらに 付加 していわゆ る肥大形 として
用 い られ るよ うにな った,と い うことであ る。 これ に 類す る例は,後 で用
例 を 多 くみ る ことがで きるよ うに,「 現 われ る,乱 れ る,流 れ る」な ど割合
頻繁 に用 い られ る語が多 い。 「生 まれ る」 を小論の語講成分析 の手法に従 っ
て`um+ar+er+u'としたが,現 代 の用法では一語 としての意識が強 く,
-`ar-'とい う派 生 辞 に ,さ らに,`-erノとい う派生辞 が付加 してい る肥大形
と感 じる ことは まれ であ ろ う。それは,あ る形式が一つ の言語単位 と考 える
か ど うかが,そ の言語社会 の共時意識に よって決 まるか らであ ろ う。 この共
時意識が共時態 を ささえてい るか ら,一 つの言語社会に生活す る言語主体 の
意識は共通 してい る ことが多 い と考 え られ る。
さて,「 生 まれ る」 は,二 つ の派生辞 の膠着に よる肥大 の新形が生 じた も
の,と 理解 したが,こ れ は 「生 まる」 とい う動詞が頻繁 に使用 され てい る間
に 〔自発〕 の意味が失いかけて,さ らに`-er-'を付加 して 用い られ る よう
にな った ものか,あ るいは 他の`-erノ型 の 自動詞 の多 くがそ うであ る よう
に,現 代 口語の趨勢 にな らった ものであろ う。小論 では 「生 まれ る」 の形式
の 自動詞は 表層 では 自動化派生辞`-Vr-'が二 つ 並 んでい るもの と 解釈す
る。例 えば,
「生 まれ る」um+Vr+Vr+u(V→a,V→e)
この ように解釈す る と小論 でい う語構成上 の対立 とい う概 念か らそれ る こと
にな る。既 に多 くの用 例で明 らかな ように,語 構成を検討 す る場合 の対 立 と
い うのは,あ る自動詞 と他動詞が語幹を共通 に して,自 動詞 または 他動詞
として用 い られ る場合 に,「 自」あ るいは 「他」に 必然的 に関係す る特徴が
一 点において異 なるが ,他 の全 ての点は共有 され る場合 とした。上記 の 「生
む:生 まれ る」 の 「生 まれ る」 を`um+ar+er+u'とす ると 「生む」`um
+U'と 二 点におい て異 な ることにな る。 しか し,こ の場合 は,深 層におい
て,`um+Vr'と い う構成をな してお り,こ の`Vr'の`V'が 表 層で,
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`Vl'と`V2'と な
っ て表 わ れ た と見 倣 す 。 そ して,`Vl'が`a',`V2'が
`e'と な
った,と す れ ば,小 論 で い う対 立 の 概 念 に 抵 触 しな い こ とに な るで
あ ろ う。
くの
この 「生 まれ る」の語構成 は前記 の残 した問題 に関係が ある。前記顎で動
詞 の派生構造 を検討 し自動詞 及び他動詞 の派生形式を,概 略,三 つに分 類 し
たが,そ の際に語幹に派生辞が一つ付加 されてい る,と 見倣 され るものに限
った。 しか しなが ら前述 の ように,自 動化派 生辞が一 つ付加 してい ると考 え
られ る 自動詞 「生 まる」 が現代 口語 では既に用 い られ な くな ってお り,こ れ
に替 って 「生 まれ る」が用 い られ てい るか らには,表 層上派生辞が複数付加
してい ると感 じられ るもの も当然派生形 として認めなければ な らない,と 考
え られ る。前述 の如 く,`-ar+er-'が,一つ の派生辞 と して`-Vr-'とす る
か,あ るいは,「生 まる」は既に派生形 と しての感 じはな く,`umar-'を語
幹 と見倣 して`-er-'が付加 した と見倣すかは,別 の問題 となる。
さて,こ のB型 に属す る自動詞 と他動詞の意味的特徴の変化であ るが,前
述 の如 く,〔可能〕 とい う意味的特徴 を表 わす場合は他動詞の可能形 と見倣
したので,他 動詞を中心にみ ると,
〔動作 ・作用 〕+〔 はた らきかけ性〕→
くの
〔動作 ・作用 〕+〔 結果 ・(自発)〕
とい うことになるであろ う。 このB型 に属す る自動詞は主格に 〔非情物〕の
特徴を持つものが多いが,こ れが,み ずか らの力で何かをす ることは有 り得
ず,必 ず何 らかの物理的 〔動作 ・作用〕がなされるはずである。従って,厳
密に意味を検討すると,意 味的特徴 〔自発〕を有する自動詞は少ない。
つぎに,自 動詞には派生辞を必要とせず,対 立する他動詞に他動化派生辞
のt-er-'又は ,`-Vs-'が付 加 され て 用 い られ る例 を 検 討 す る。 前 記 の 形 式 上
(5)前掲誌,第48輯,57-62頁.
(6)〔自発 〕を()に 入れた のは,あ る自動詞 は 〔自発 〕 の特徴 を もたず,あ る
自動詞 は 〔自発〕 と 〔結果〕 の両方を 同時 に もつ と考え られ るか らで あ る,
(7)前掲誌,第48輯,61頁.
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の分類ではA型 に属す る動詞であ る。
A…b・・e+(1,
・k+㌫uコ盤,u儲 る)吾妻臨.t
k・g・m+(読=麗温 。(綴慈る膿 臨.
k・naw+㌫u二器 雛u(畿 る)董鍍 聡.
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m・tig・w+(⊇,+uコ膿 離,u(離 夏る)欝 膿 ち.
muk+㌫u二盤u(離 る)窪慈鯛 晶.
-b+(蒲 コ盤 乙u(瓢 る離 雑 蔑.
・tituk+(Σ,+uコ離=,u欝 る):麟蕪.
si・i・・k+(跳コ:1;1盤u(慧6る離 臨.
・i・um+(=,+r::搬u(霧 る)欝 臨.
・it・g・w+(1,+。コ:灘1羅,u(懇 る)欝 織.
・ d・t+(蕪コ:濃 ,u(暮?る聡 熟.
・ub・m+㌫u二:1膿,u(峯謝 欝 享1鍮.
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曲m+(9,TI.7=翻跳(雛 る)欝享織.
su・um+(痛=:器諏 灘 る)奮糞臨.
-w+(Σ,+u=:謙1包,u(鍍る)交欝 裂 ち.
ねt+(Σ。+uコ潔,u(裟る)霧叢 ち.
tigaw+(=,+u二慰1Σ,u(叢る)離雑 恕.
伽+(編 コ1器をu(融る)壽麟 織.
蹴+(91+uコ蹴 Σ,u(麟る)薯霧舗 晶.・
加k+(蹟コ盤 u(雛る)翻 呑ち.
t-k+(銅コ謙 跳(雛 瑠 箋霧 晶
.
uk・b+(Σ,+uコ盤,u(鰍 る)織1撫.
一+(跳 コ輝 温(瓢 膿 蓼謬織 .
卿m+(3+uコ翻 温 騰 る)箋妻脇 ち.
このA.1.型に属す る自動詞は,つ ぎのA.2.型もそ うであるが,派 生辞
が付加 されずに用い られる。つまり,本来 自動詞として,語 幹に終止形接尾
辞だけ付加 されて用い られる。そのためか,他 の派生 自動詞 よりも,〔自発〕
を感 じさせるものが多い(例 えば,「心が落着 く」 「子が育つ」 「人数がそろ
う」等)。他動詞はC型 と語構成は同じである。A型 は 自動詞か ら他動詞が
派生 した,と 考えられるが,意 味的特徴の変化は派生の方向と関係な く今ま
で通 り,他動詞を中心に考える。従って,つ ぎの如 くなるであろう。
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〔動作 ・作用 〕+〔 はた らきかけ性〕→
〔動作 ・作 用〕+〔 結果 ・(自発)〕
つ ぎに,や は り同 じA型 であ るが 他動詞形には`・-Vs-'が付加 され る例を
検討す る。 まず`v'が`a'の 場合であ る。
A・2・ba・e+(9,(v-a)
一+(蒲=含蟷 憾
す)蓑鋤 涯雲総
h・t・・ak+(夏,+uコ器 熱 綴 す)蓑雛 鳳
h・+(蒲二盤 u儒 す)騰 嚢翫
huk+(二,+Uζ躍,U(簑1、す)鷺暖鳳
huku・am+(諦コ盤1跳(膿il宴
す麗 霧 総
hur+㌫uコ盤u儒 す)離 勇規
kag・y・k+(Σ,+。=躍器 、U儲、す)鵬 瓶
k・WPtk+(諦=器臨 麟
す)鑛雛 鳳.
k-+(£,+Uコ器 Σ,U儒す)餐霧灘 翫
m・y・w+(Σ、+uコ課 盤 儒 す)菱裳謹総
…+㌫ uコ温 鷹 す)霧 雰奈鵜 翫
nak+(漏=盤u鱗 す膿 蓼豊蕊
…+(Σ,+Uコ搬,U鷹 す)欝ll翫
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鰯m+(痛 コ蹴 髄 儂 す濃 妾蓼臨
・d・r+(諦コ:99;9,.儒 す)雛1勇規
一+(Σ、+Uコ:1:翻、U(翻す)蓑蓼鷺紘
sak+㌫u=:熟 憐 す)溜臨 凱
suk+C蒲=1凱憐 す)麗窒鉱
…+C蒲 コ:温 儒 す)麟 灘 規
tir+(Σ,+U=1臨(灘す)灘 言凱
t・b+(Σ,+Uコ畿,U畷 す)魏欝 渠鶴
嘩+(Σ,+Uコ穣 Σ,U麟す)欝誘}.
uk+(蒲=濫,u鵬す)籍綴 悪隠 舐
叫(Σ、+Uコ櫨 、U儲す)欝 鳥.
-w+(Σ,+u=器蟷(難 す)炎蓼菱総'
zur+(編二1跳 儒 す)膿 霧 凱
このグループの他動詞の中に,今 まで検討 してきたものには無い意味的特
徴がある。それは 「泣 く:泣かす」の対立で 「泣かす」が,
「泣きやむまで子供を泣かす」
の よ うに用い られた場合に 〔はた らきかけ性〕とい う特徴は うすれ,〔動作 ・
作用 をその ままの状態 に してお く〕 とい う,つ ま り,〔許容〕 とか 〔放任 〕
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とい う特徴が これに替る。従 って,こ のグループのある他動詞は文脈に よっ
て二様に解釈できる。他動詞を中心にす ると意味的特徴の変化は,
〔動作・作用〕+構 鍵 『性〕レ
〔動作 ・作用〕+〔 結果 〕
とい うことに なるであ ろ う。
さて,つ ぎのグループに 入 る前 に,こ こで残 っていた 問題 の一つ と して
「余 る:余 す」「直 る:直 す」 な どの語構造 を どの よ うに解 釈す るか,と い う
(8)
こ と を 解 決 して お か な け れ ば な ら な い 。 前 述 の よ うに,`-Vr-',`-Vs-'の派
生 辞 が 付 加 され た も の と して 機 械 的 に,
am+儲 コ欝 二
nah+(::‡言=齢 器
とすれば,す っき りして,他 の動詞 と同様に何 ら問題が ない。 しか し,語 幹
をそれ ぞれ`amノ,`nahノとす る根拠は どこに もない。 単 に,自 動詞 ・他
動詞 の対立で一つ の型 に無理に 当てはめた結果,導 きだ され た ものに過 ぎな
い。 ここで,「 余 る:余 す」につ いて,今 まで どの よ うに解釈 していたか検
(9)
討す る。r日 本 国語大辞典』第一巻,「あ また」(数多)の 頃で 「補注」 とし
て`「あ まる」「あ ます」 な どの語幹 と同 じ語源 をもつ 「あ ま」と接尾 語 「た」
(10)
の付いた もの とい う'と あ り,r岩波古語辞典 』では 「あ ま し」「あま り」 の
相方に`ア マタ(数 多)と 同根'と い う説 明が な され てい る。 また,阪 倉篤
くほ　
義氏は`「す」「る」 な どの一 拍 の接尾語 は接続が 自由で,か っては さか んな
生産力を発揮 していたに相違 ない'と しなが らも`語 構造 的立場 にた って,
(8)前掲誌,第48輯,61-62頁.
(9)(小学館,昭和47年)407頁.
⑩ 大野晋他編,(岩波書店,昭 和49年)
⑪ 阪倉篤義,『語構成の研究』(角川書店,昭 和41年)134-135頁.
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「す」「る」 な どはすでに一語 を構成 した 内部的要素一 いわゆ る造語成文一 と
見 てお くほかはないであろ う'と 述べ,さ らに`「す」な どの 奈 良時代にお
いてなお生産的であ り得 たものについては,や は り問題が残 る'と してい る
ところをみ る と,こ の 「す」 の取扱 いは 問題が多い と 考 え られ る。 この点
について 大野晋氏は 『岩波古語辞典』の基本助動詞解説で(1427-1429頁)
「す」「さす」な どを解説 して`今 日では,こ れ らは四段活用の動詞 と して一
語 に取 り扱われ,「 す」 の部分は活用語尾 と見 なされてい る。 しか し,こ れ
らは本来,動 詞の古い語幹 と助動詞 「す」 との結合 した形 である'と 述べ て
い る。 以上 の よ うな 「す」「る」な どの過去 におけ る 機能 と用法 を検討す る
と 「余 る:余 す」 に 類す る 語構成 は派生辞`-Vr-',`-Vs・・'の`V'が`φ'
となる,と す るのが妥当であろ う。 以下`V'が`φ 「とな る場 合の 自動詞 ・
他動詞を検討す る。
㎞+(写:鐸=霧
…+(麟=鑑:藍(黍孚)欝 案孕1
畑(麟 コ謡(欝 膿 炎蓼1欝l
kuda+(1:‡邑コ翻(雫 孚)1灘孕1
-+(麟 コ濫欄(禺 孕):套鯛 孚:
蜘+(麟=器:1(欝)圭1饗:
曲+(ll‡1唱躍(欝)灘 離
n・k・+($1‡こ霊::包儲)鷺 霧:
ka(h)e+(麟コ翻 駕(鴛孕瀦 霧手:
動詞 の 自 ・他の対立 に関す る一考察(3)(高嶋) (65)
・im・+(鶴コ:翻::二(霧孚)騰 麗 欝:
t・m・+(1:‡藍=1::::藍(欝)竃灘 畿
t・h・+(1:‡藍=畿 =儒)霧 響l
utu+(鶴=翻憐):忘欝:
平・t・+(麟=器藍(露)鍛 儒 灘
y・d・+(1:‡と二翻 1(欝)1騰l
k…9・+(1:‡識:;雛コ(繧欝)諜 欝l
b・e+(ll+e「
・・awa+(麟「ニ コ⊇器lrU(蹴 る離 鑑 弊
hana+(欝+uコ躍1二「u(欝る)1=ζ隙 霧 騨 ・
h…+(瓢「士 盤 「u(饗る麗1騨 ・
kaku+(欝+uコ器1「u儲 る)霧騨.
k・b・+(瓢「竺1臨 「u麟る)麓:縷弊
k・n・+(1:‡1「竺 コ盤 u(踏る)農雛 欝.
k・wa+(ll‡二「士 器 二「u麟 る蹴 欝 欝,・
ku・u+(欝+uコ翻:1「u儲る)耀 弊
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曲+(欝 ゴ コ器:二「u儲る)ll蓼ll弊
naga+(1:‡置=灘 「u(講る)欝 蓼.
蜘(瓢 巴=翻:ru儲 る)1麟弊
幽(郷 「Σ コ器 器u(麟る)糊 弊
y・g・+儒雅 コ多1器u僻る)羅 野
既に述べた ように,動 詞の意味的特徴はその前にたつ名詞あるいは名詞相
当語句の概念内容によって規定される。例えば,こ のグループの 「戻る:戻
す」が上例のように用いられると,〔動作 ・作用〕として 〔移動〕が考えられ
もっと具体的な意味 として 〔元の所へ返る〕 とい うことが共通 している。 し
か しなが ら,
「借 りたお金を戻す」
「貸 したお金が戻 る」
と用いられると 〔移動〕の方向が逆になって,語 構造上は対立 していても,
意味上は対立 していないと思われる。小論では 自動詞 ・他動詞の対立がある
と見倣 されるものに必ず用例を付けたのは,そ の用例で用いられる場合にの
み意味上の対立があるのであ って,意 味的特徴の変化を検討する場合は,そ
の用法の動詞の意味的特徴に 限った。 ある自動詞 と他動詞の間に 対立があ
る,と す るのは,語 構成の上では,語 幹を共通にに して,自 動詞または他動
詞 として 用いられ る場合に,「 自」あ るいは 「他」に必然的に関係す る特徴
が一点において異なるが,他 の全ての点において共有 され る場合に限ったこ
とは既に述べたが,こ のように して対立 していると見倣 される自動詞 ・他動
詞をさらに意味 と用法の上で も同様に,自 動詞 ・他動詞に必然的に関係す る
特徴の違いを除いては,他 の全ての文法的,意 味的特徴を共有す場合に限っ
動詞の自 ・他の対立に関する一考察(3)(高嶋) (67)
た。従 って,上 例のように用い られた 「戻 る:戻 す」は,自 動詞 ・他動詞に
必然的に関係す る特徴の違いには入 らないので対立する用例 とはならない。
つ まり,〔移動〕の方向が逆である,と い うことは,対 立す る自動詞 ・他動
詞に関係の無い意味の違いである,と 考えるわけである。
さて,こ のグループに属す る動詞は,自 動詞か ら他動詞が派生 したのか,
あるいは,他 動詞か ら自動詞が派生 したのか判断できない。語構成の上では
一つの語幹に 自動化派生辞が付き自動詞 とな り,他動化派生辞が付いて他詞
になる,と した ものの,や は り,相方共に もともと自動詞,あ るいは他動詞
であ る,と い う感 じが強い。従 って,こ のグループの自動詞 ・他動詞は,そ
れぞれの特質を共通 して持っている。例えば,他 動詞は全て 〔+自制的〕で
あ り,主 格には 〔有情物〕が くる,な どである。 又 自動詞には 表層的には
〔自発〕を強 く感 じさせる語が多い。 このグループの 自動詞 ・他動詞が最 も
典型的な対立を示す例といえるであろ う。意味的特徴の変化 としては,他 動
詞を中心にす ると,
〔動作 ・作 用〕+〔 はた らきかけ性 〕→
〔動作 ・作用〕+〔 結果(自発)〕
と い う こ とに な る で あ ろ う。
つ ぎに 自動 化 派 生 辞 の`V'がe',他 動 化 派 生 辞 の`V'が`a'と な る
場 合 で あ る。
嘘+(¥謡調
ar+(:1‡に 藍翻(渠 欝)雷tr渠:?:
b・k+(ll‡言コ畿(塁 鱒)蜜萎灘 麟l
bar+(::報=器1(贈)難霧魏 孚1
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d+(::‡とコ謝(欝)奈 響l
ha・+儲=器藍(腫れる腫らす)1妻騰
hay+(劉コ総 「u(欝)暮離 葎
hiy+儲=豊}錨「 冷えるu(冷やす)農贈l
huy+儲コ藍翻u幟 孚)艦 欝
k・+(1:‡藍コ器 藍(驚孕)離 鱗 二
k廿+(1謡コ蓋翻(拐欝)需欝 場醗
k・9+(:;鵬躍 藍(難)二1鑛艶
㎞y+儲=長諮u(肥 える肥やす)簑薯妻騰
mak+儲コ謙 こ(負けるかす)離畿
m・y+儲=窒諮U(燃 える燃やす)欝欝
m叶儲 二膿(蒸 れる蒸らす)劉鱗 簸
n叫(鶴コ器1儲 孕)奏霧除
nig+(翻コ齪(灘 孕)嶽響 手l
nuk+儲コ盤:二(抜ける抜かす)欝麟:
nu・+儲コ諜::藍(濡れる濡らす)擁 簸
動詞 の 自 ・他 の対立 に関す る一考察(3)(高嶋)
…+(
t・y+(
s・r+(端コll;1:ロ
櫨+(1謡コ器 と
t・k+儲コ膿
zur+(1:tに盤:言
ll‡藍コ1鑑:邑倦 孚)離饗髪孚1
:講コ畿諮(馨 孚購 罐蕊手二
(逸れる逸らす)欝霧:
醗 孚)漁幾 孚1
(溶ける溶かす)霧簸
儲 孚)艦享糠
(69)
この グル ープ の 他動詞 は前記A.2.型 と同様 に派生辞 と して`。as-'が付
加 して用い られ るので,〔許 容 ・放任〕 とい う意味的特徴を担 うものがあ り,
自動詞は前記B型 と同 じ形式であ るため 〔自発〕を含む ものがあ る。た だ し,
自動詞がB型 と同 じ形式であ って,い わゆ る可能形 と似 ていても 〔可能〕を
感 じさせ る用例 は無 い。意味的特徴の変化 と して他動詞 を中心 にす ると,
〔動作・作用〕+騰 ㌘譜 性〕}一
〔動作 ・作用〕+〔 結果(自 発)〕
と な る で あ ろ う。
つ ぎ に,自 動 化 派 生 辞 の`V'が`i'に,他 動 化 派 生 辞 の`V'が`a'と
`o'に な る場 合 を 検 討 す る
。
b・e+(τll¥謁
d£k+(麟宅コ1:登謡 儒 孚)
-b+(漏=1:餐:黙
に きびができる。
に きびをでかす。
(綻びる綻ばす)劉叢:雪欝 二
(70)
ik+(
n・b+(
・uk+(
ba・e+(
.h…b+(
・k+(
㏄+(
・t+(
㎎+(
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蹴 こ畿(生きる生かす)雛 詮
翻 二藍:膿(伸びる伸ばす)鍵稗欝1
翻 二1二跳(尽 きる尽かす)鑛綴 欝:
Vr(V→i)
Vs(V→o)
繍 コ器 漏(滅びるぼす)議 欝1
翻 コ:齢(起きるこす)季欝 欝1
漏=:器(降 りる降ろす)舞犠 雛 暑手1
翻=1器1(落ちるとす)棄灘 籍1
繍=:搬(過 ぎる過ごす)麟器:
この グル ープに属す る自動詞は派生辞 の`-Vr-'の`V'が`i'と な り,
今 まで検 討 して きた 自動詞 とは語構 成上異 な る。 しか し,意 味 の上では`i'
が何 か特別 の意味を加 え るとい うことはない。 また,他 動詞 も派生辞`-Vs-'
の`V'が`o'と な るのは 初 めての例で あ るが 意味上何 かが増減 している
とは思われ ない。従 って意味的特徴 の変化 は,他 動詞を中心にす ると,
〔動作欄 〕+構 ㍗謝 性〕レ
〔動作 ・作用 〕+〔 結果(自 発)〕
とい うことになるであろ う。
以上,語 幹を同一に して 自動詞 ・他動詞の対立があると見倣されるものの
うち 自動詞 として用い られた場合 と他動詞 として用い られた場合の意味的特
徴の変化を抽象的なレベルで とらえ,検 討 してきたが,既 に随所で述べた よ
動詞 の 自 ・他 の対 立 に関す る一 考察(3)(高嶋) (71)
うに,国 語動詞の意味的特徴は一つの動詞が どの ような格をどのような組み
合わせや順序で受けているか,ま た,そ の格にたつ名詞,あ るいは,名 詞相
当語句の概念内容に よって規定されることが多い。小論では,対 立す る自動
詞 と他動詞の語構成 とその用例を一つずつ挙げてきた。 この ように多 くの例
を羅列するのは冗長であ り,不必用であるから代表例を二,三 挙げれば充分
である,と 思ったが,過 去の研究成果の多 くは,単 に語構成が対立 している
動詞のある型に当てはまるとい うだけで,そ の用法 と意味的特徴を考慮せず
に動詞のみを列挙 している例が多 く,しかも,動 詞の用法 と意味的特徴を検
討すると,過 去に挙げ られた 自動詞 ・他動詞の対立の例のなかで,意 味上の
対立がある,と 考え られる用例を見出せないものがある。そ こで,あ えて,
調べた範囲で用例と共に自動詞 ・他動詞を列挙 した次第である。
(未完)
